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金融機関向け知財・無形資産活用実践定着プログラム

◼ 令和4年度までに実施した金融機関向け知的財産活用実践・定着プログラムのノウハウを活かし、支援者（＝金融
機関職員）育成専門家のサポートを受けつつ、掘り起こした強みの磨き上げ・付加価値向上を目指した具体的支
援策の検討、支援に必要なネットワークの活用を実践する。

◼ 金融機関職員が、支援機関を活用した企業支援のノウハウを習得し、地域支援ネットワークの継承を受けることで、
地域企業の知財活用・事業成長の加速を目指す。

過年度実施事業 拡充部分

参加金融機関
の募集

対話スキル、
知財・無形資産の知見

をインプット

企業との対話による
強みの掘り起こし

金融機関職員

支援者に必要な地域支援ネットワークの継承

支援者育成専門者

研究機関・大学
大企業・スタートアップ

行政機関

INPIT・弁護士

商工団体・よろず支援拠点

中小企業

掘り起こした強みを活かした

企業支援の実践

金融機関職員中小企業

支援事例（大分みらい信用金庫×株式会社マリーヤン（アクセサリー製作・販売））

助言

対話による知的財産の掘り起こし
→鍛造・金属加工技術を活かした「火を
扱えるアクセサリーショップ」という強み

助言

支援に係る事前準備のすり合わせ
→製品はいいものの、ブランディングが
課題

専門家も交えたブランド化支援
→コンセプトの言語化
→ロゴ作成・商標出願
→販売促進支援（コンテンツ作り）

複数回支援
（3～5回）

成果

→ブランド確立
→販売促進に係る準
備事項の整理

→支援ノウハウの獲得
→ネットワークの継承

※令和4年度ケーススタディ型支援者育成研修事業（大分県）

事業実施イメージ
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事業実施における具体的なイメージ（単独型）

参加金融機関の募集・決定 応募要領等をご確認ください

「対話」セミナ・ワークショップ
（1回）

1回2-3時間、現地開催、最大15名程度の対話の重要性を認識するセミナー・ワークショップを実施します

「対話」の実践（3回）
1回1-2時間、現地開催、Step1に参加した職員のうち代表者３名程度が、中小企業等3社に対し、対話の
実践をします。対話の実践の内容を、事業性評価シートに落とし込みます。

支援者育成専門家のサポートを
受けた企業支援（2-3回）

Step2に参加した3名程度（3社）に対し、作成した事業性評価シートをもとに、2-3回の個社支援を実施します
個社支援は訪問形式 各訪問の準備のため、参加者に対して支援者育成専門家のサポートを受けます

6月

8月

9月-11月

12月-2月

参加金融機関との事前調整 当プログラムの進め方や参加人数、開催場所等について、事前調整をします

成果報告会（1回） 1回2-3時間、現地開催、プログラム全体の成果について報告いただきます

知財・無形資産に関するセミナー
（1回）

1回2-3時間、最大15名程度、現地開催、Step4に臨む前に、知財・無形資産の有用性を認識するセミナー
を実施します
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事業実施における具体的なイメージ（連携型）

参加金融機関の募集・決定 応募要領等をご確認ください

「対話」セミナ・ワークショップ
（1回）

1回2-3時間、現地開催、30名程度の対話の重要性を認識するセミナー・ワークショップを実施します

「対話」の実践（3回）
1回1-2時間、現地開催、Step1に参加した職員のうち代表者6名程度が、中小企業等6社に対し、対話の実
践をします。対話の実践の内容を、事業性評価シートに落とし込みます。

支援者育成専門家のサポートを
受けた企業支援（2-3回）

Step2に参加した6名程度（6社）に対し、作成した事業性評価シートをもとに、2-3回の個社支援を実施します
個社支援は訪問形式 各訪問の準備のため、参加者に対して支援者育成専門家のサポートを受けます

6月

8月

9月-11月

12月-2月

参加金融機関との事前調整 当プログラムの進め方や参加人数、開催場所等について、事前調整をします

成果報告会（1回） 1回2-3時間、現地開催、プログラム全体の成果について報告いただきます

知財・無形資産に関するセミナー
（1回）

1回2-3時間、30名程度、現地開催、Step4に臨む前に、知財・無形資産の有用性を認識するセミナーを実
施します


